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はじめに 	
 可視光レーザーはディスプレイや
医療分野など様々な応用が期待されている。し
かしながら、最初のレーザーがルビーレーザー
（赤色：694.3nm）であるにも関わらず、これ
までの可視光レーザーは、主として非線形結晶
による赤外光の 2 倍高調波によって得られて
きた。近年、直接可視光を発生する固体レーザ
ーは、GaN 系の半導体レーザーの出力向上
（1-W 以上）と、良質な Pr や Dy 等の希土類
元素を含むガラスや結晶など出現により、一気
に現実味を帯びてきており、1-Wを超える直接
可視光レーザーの研究等も活発になってきて
いる [1]。これらの直接可視光レーザーの次な
る発展�は、10-W クラスの高出力化や、波長変
換による高効率紫外光の発生、波長可変レーザ
ーなど様々あるが、最も興味深いものはフェム
ト秒に到達する短パルス発生である。 
本発表では、赤外光でフェムト秒発生の実績
のあるグラフェンを用い、Q-switchによる 10ns
程度の可視光パルス発生に成功したので、それ
について報告する。 

 
Fig.1 Q-switchパルス発生実験系 

 
実験方法 	
 可視光パルス発生に用いた実験系
を Fig.1に示す。Prドープ耐候性フッ化物ファ
イバはフェルールに挿入しその長さは 40mm
とした。片端面には 603,638nmにおいて HRコ
ーティングを施している。その反対端面にコー
ティングは施していない。ファイバコアガラス
のおける Prの濃度は 3,000ppmであり、コア径
は 8µm 、 NA は 0.234@603nm 及 び 、
0.233@638nm である。ファイバからの出射光
はレンズリレーにて、出射ミラー上に集光され

ている。出射ミラーの反射率はそれぞれ
99.1%@603nm、91.0%@638nmであった。グラ
フェンは Graphene Laboratory Inc.より市販され
ている銅箔上に蒸着された単層グラフェンを
剥離し、ミラー上に転写して用いた。 
 
結果 	
 レンズリレーによるフォーカス位置を
グラフェンの無いミラー上にした場合には、パ
ルス発生は確認できなかった。次にフォーカス
位置をグラフェンの有るミラー上に移すと
Fig.2 に示す様なオレンジ色パルス（9.7 ns）、
及び、赤色パルス（12.8 ns）を観測した。 
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Fig.2 オレンジ、及び赤色の Q-switchパルス時
間波形 
 
結論及び今後の方針 	
 グラフェンによる可視
光帯域における可飽和吸収特性を示す結果が
得られたと考えている。今後は、グラフェン上
の光強度や、共振器内の分散を把握し、
Mode-locking動作を検討する。 
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